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マア語の地域方言と音韻交替について 1

安部麻矢

要旨 タンザニア北東部で話されているマア語 (Mbugu)には大きく分けて内マア語と外

マア語のふたつの変種がみとめられる。そのうちの内マア語は言語接触の結果成立したと

考えられ、近隣のバントゥ系言語とは異なる構造を持つ。もう一方の外マア語はパレ語と

非常に類似している。本稿では特に内マア語に焦点を当て、音韻的特徴について概観する。

内マア語は近隣のバントゥ系言語にはみられない声門閉鎖音と無声側面摩擦音を音素

として持つ。また、先行研究において、マガンバ方言とブンプリ方言とラングウィ方言で

は、内マア語の非バントゥ系の語彙の一部において音韻交替現象があることが報告されて

いるが、筆者の調査の結果から、上記の 3つの地域以外のいくつかの地域の方言でも同様

の現象がみられることを示した。

1はじめに

本稿では、タンザニア北東部でマア (Mbugu)の人々によって話されているマア語

(Mbugu。Ma'aとも）の変種とその地域方言にみられる音韻交替について概説する。

マア語 (Mbugu)はタンザニア北東部のタンガ州の西ウサンバラ山地2のいくつかの分散

した地域で話されている。これまでの研究において、彼らの言語には 2つの変種3がみとめ

られている。そのうちのひとつである内マア語 (InnerMbugu)は、 19世紀末より周辺のバ

1)本稿で参照するデータは、筆者と仙究協力者が 2016年 7-8月、 2017年 7-9月、 2018年 8月にタンザ

ニアのタンガ小卜I(Tanga Region)ルショト県 (LushotoDistrict)での現地調査で収集したものである。コ
ンサルタントはルショト県マガンバ (Magamba)在住の AshaMbarukuさん (1949年生まれ・女竹）と

Ester Nesala Waziriさん (1965年生まれ・女性）のほか、ルショト県のマア語話者のみなさんである。本

研究は、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の共同利用・共同研究課題「バントゥ諸語の

マイクロ・バリニーションの類型的研究 (2)」の成果の一部であり、日本学術振興会科学研究費助成金

（特別研究員奨励費）「アフリカ諸言語の言語接触に関する記述調査研究ータンザニア・マア語の 2変種

を口心に」 （課題番号： 14140066 研究代表者：安部麻矢）と同 Iタンザニア・マア語の 2笈種の社会

言語学的記述研究ー言語接触の視点から一」（課題番号： 1710108 研究代表者：安部麻矢）の助成を受

けている。

2)東西のウサンバラ山地およびその麓一帯の圧倒的な多数派民族はシャンバー (Shambaa)である。彼ら

の民族語であるシャンバー語 (Shambaa,G23)がこの一帯での優勢言語として話されており、マア語の

人々はみな、シャンバーの人々とはシャンバー語で話す。一方シャンバーの人々のほとんどはマア語を

理解することも話すこともできない。詳しくは安部 (2016)参照。

3) このふたつの変桓をそれぞれ個別の言語ととらえるか、ひとつの言語のレジスターであるととらえる

かが、これまでのマア語研究の主要なテーマのひとつとなっている。筆者は社会言語学的な状況から、

それぞれ個別の言語としてみなすという立場を取っているが、本稿では「言語」ではなく、「変種」と呼

ぶごととする。詳しくは安郎 (2016)参煎。
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ントゥ 4系言語とは異なる構造を持つことが知られており、バントゥ諸語に見られる、名詞

クラスと動詞類接頭辞との一致 (agreement) システムを持ちながら、非バントゥ系言語起

源であると見られる語彙を多く有する 5ことから、言語接触により成立したと考えられてい

る。この変種は、 20世紀後半から言語接触の研究領域でしばしば取り上げられ、論じられ

てきた凡もう一方の外マア語 (NormalMbugu, 以下 NM)は、バントゥ諸語のひとつであ

るパレ語 (PareG.22りと非常に類似しているといわれてきた変種であるが、 1970年代に入

るまで詳しく言及されたことはなかった。これら 2つの変種の構造を比較すると、形態統

語法および名詞クラスの接頭辞や動詞類接頭辞などの形式はほぼ同一で、差異は主に語彙

（特に内容語）の面にみられることがわかる。 Maho(2009: 97)はマア語をパレ語と類似点

があるバントゥ諸語のひとつとみなし、内マア語を G20A、外マア語を G221と分類してい

る80

Lewis et al. (2015)では 'Mbugu'の話者人口は 5000人 (1997年），で、民族全体の人口が

32,000人であるという推定値が報告されている。なお、推定値の推定方法は不明である。

本稿で参照するマアの人々の居住地は次頁図 lの通りである 10。また、次頁図 2はタン

ザニア北東部の言語地図であり、特にマア語に関係があると思われる言語の分布を詳しく

記している。

りアフリカ大闘で話されているアフリカ固有の言語は、ナイル・サハラ (Nilo-Saharan)語族、アフロア

ジア (Afro-Asiatic)語族、ニジェール・コンゴ (Niger-Congo)語族、コイサン (Khoisan)語族の 4つの

語族に分類される。このうちバントゥ諸語は、ニジェー］レ・コンゴ語族に属し、サハラ以南アフリカで

広く話されている言語群である。アフリカの諸言語については、清水 (1988:237-439)を参照。

5)内マア語に見られる』バントゥ系の語彙については、アフロアジア語族のクシ語派南部クシ諸語に属

し、タンザニアで話されているイラク語 (Iraqw)グループのほか、ナイル・サハラ語族の東スーダン語

派東ナイル諸語に属し、ケニアとタンザニアの国境地域で話されているマサイ語 (Maasai)などとの類似

が指摘されている (Meinhof1906, Green 1963, Mous 2003など）。

6)詳しくは安祁 (2016:9-18)参照。

7)バントゥ諸語の分類については、 Guthrie(1967-71)の分類法が、その後のほかの研究者による新デー

タの提示により多少の改善が加えられながらも、現在でも主流として用いられている。地域ごとに 15

のゾーンに分けられ、その中で―Affの数字によりさらに分頬される。左から一桁目がゾーンの中で類似
性により分けられた下位グループで、二桁 Hがその下位グループに屈するそれぞれの言語に割り振られ
た数字である。パレ語は、 Gゾーンの 20(シャンバラ）グループの 2番目ということである。先述のシャ

ンバー語が G23と、同じ下位グループに属しているので、近縁の言語で類似点も多いが、相互理解は難

しい。

8) Maho (2009)の分類も注 7で述べた Guthrie(1967-71)の分類方江に沿っており、さらにより詐しい分

類をするために 3桁目の分類も導入している。内マア語と外マア語に付した分類番号は、マア語をバン

トゥ諸語とみなしたうえで、内マア語と外マア語をそれぞれパレ語に類似した変種として分類している

ごとを示す。分頬法については Maho(2003)を参煎。

9) 5000人という話者人口について、どちらの変種の話者人口かの明記はないが、分類が「混合言語」と

あるため、 1村マア語の話者の人にであると息われる。つまり、 Lewiset al. (2015)が指す 'Mbugu'は本

稿における内マア語のことであると推定され、本稿が指す Mbuguとは異なる。

叫マアの人々の居住地については詳しくは安祁 (2016:5-8)参照。
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① Magamba 
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図 lマアの人々の居住地
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2マア語の音韻的特徴

2.1音素、音節

マア語の音素目録は次の通りである。右肩に＊をつけた音素は、内マア語にのみみられ

るものである。

母音

u 

e
 ゜
a
 

子音

両唇音 歯茎音
後部 硬口蓋 硬口蓋 軟口蓋

声門音
歯茎音 歯茎音 音 音

閉鎖音 p b t d k g ？＊ 

摩擦音 f V s z f x* Y h 

破擦音 !f ct 
鼻音 m n J1 lJ 

接近音 J w 

ふるえ音 r 

側面接近音 1 

側面摩擦音 l* 

内マア語のみにみられる声門閉鎖音？と無声側面摩掠音 lは、いずれも近隣のバン

トゥ諸語にはみられない音である。しかし、声門閉鎖音はクシ諸語全体に一般的にみられ

る音である II。また無声側面摩擦音はイラク語にみられる 12。内マア語において、声門閉鎖

音と無声側面摩擦音は、バントゥ系言語に起源を求められない語彙にみられる。 (1)は声

門閉鎖音を含む語の例である。 (l)aの ma?ibaは、 Kiesslingand Mous (2003)が西リフトク

シ祖語の*?iliba との類似を指摘しており、 (l)bの n;i,aは、 Mous(2003)が東クシ諸語の
ダハロ語 (Dahalo)いの '1ani との類似を指摘している。また (2)は無声側面摩擦音を含む

語の例である。(2)aのmwal:aは、Mous(2003)がイラク語の al:a との類似を指摘しており、

(2)bの n;iliheは、Mous(2003)がアラグワ (Alagwa)14の leehhee との類似を指摘している。

11)中野 (1988)参照。

12) 例えば、—hi:nl 「息をする」 (Mous 1993: 25)など。

13) アフロアジア語族のクシ語派に属しており、ケニアで話される、梢滅の危機に瀕した言語である。

14)アフロアジア語族のクシ語派南部クシ諸語に属しており、タンザニア中央訊で話されている。
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(1) a. ma?iba b. n;i?a 

ma-?iba n;i-?a 

NPX.CL6-milk NPX.CL3-head 

「乳J 「頭（単数）」

(2) a. mwala b. n;ilihe 

mw-ala n;i-lihe 

NPX.CL3-fire NPX.CL3-moon, month 

「火（単数）」 「月（単数）」

一方、外マア語にのみみられる音素はない。

また、内マア語・外マア語ともに、成節鼻音m、nを持つ。音節構造は開音節 (((N)C(G))V)

とm、nである。

2.2トーン

内マア語、外マア語ともに、ピッチの高低の対立がある。本稿ではこのピッチの高低を

トーンと呼ぶ。内マア語、外マア語ともに、トーンは高 (H) と低 (L)の対立がある 15。TBU

(Tone Bearing Unit)は母音と成節鼻音であり、 contourtoneはない。 トーンの対立のパター

ンは形態素によって決まっているが、形態素の中には固有のトーンを持たず、 spreadingに

よって隣接する要素のトーンの影聾を受けるものがある 16。また、名詞クラス接頭辞は全

て Lで現れるが、 9/10クラスの名詞クラス接頭辞 N-11の場合、 TBUとなる母音を持たず、

後続する名詞語幹の初頭音（阻害音）と合わせて前鼻音化子音となるが、名詞語幹の初頭

音節のトーンが保持される 18。これらのことから、マア語のトーンは音声的には H とLの

対立であるが、音韻的には H と0の対立であると考える＂。 トーンの体系は内マア語と外

マア語で若干異なると思われ、音韻配列が同一の語が、内マア語と外マア語とで異なるトー

ンを持つ例が多数収集されている叫本稿のマア語のデータの提示においては、 トーンに

ついては音声レベル（実現形）での表記をする。

15)本論文では、高トーン（＇）のみを標示する。

16)例えば、動詞派生接尾辞は固有のトーンを持たず、動詞語根末のトーンが spreadingする。

17)名詞クラス接頭辞の鼻音は後続する名詞語幹の初頭音（阻害音）の調音点と有声性と詞化する。

18)例えば、 a.mbuka b. mbalu c. りkupe

m-buka m-balu かkupe

NPx.CL9/10-vegetable NPx.CL9/10-lion NPx.CL9/10-mite 

「野菜（単／複）」 「ライオン（単／複）」 「ダニ（単／複）」

19) Hが privativetoneであるとする考え方である。このようなトーンの音韻的な対立は他のバントゥ諸語

にもみられる (Hyman2001, Marlo and Odden 2019)。

20) 例えば「8」を表す数詞は、内マア語では 111naneであるが、外マア語では 111naneである。また、「種

（単数／複数）」を表す名詞は、内マア語では mbejuであるが、外マア語では mbejuである。
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マア語のうち、

3地域変種の音韻的差異

内マア語には地域方言による語彙の差異がみられる。 全く異なる語形の

ものが用いられている例21もあれば、音韻の交替現象がみられる例もある。

99-102)は地域方言の間の音韻の交替現象について言及している。

Mous (2003: 

3.1 マガンバ方言とブンブリ方言

Mousは内マア語のマガンバ方言とプンブリ方言において、一部の語彙に /klと !xi、/hi

の交替現象があり、マガンバ方言の語彙で /k/で現れるところがブンブリ方言で

Ix/に置き換えられたり、マガンバ方言の語彙で /hiで現れるところがプンブリ方言で Ix/

に置き換えられたりすると述べ、 21例を挙げている。

と Ix/ 

音韻交替が起こっている語彙はいず

れも非バントゥ系とみられるもののようである。

これについては、筆者の調査でも同様の結果が得られている。 (3) と(4)は、マガンバ方

言とブンブリ方言にみられる、 /klと Ix/、/hiと Ix/の交替現象を示す例である。 (3)は/kl

を表す内マア語の語は、マガンバ方言ではの交替現象を示しており、「卵（複数）」

makokohaである一方、ブンプリ方言では、

と /xi 

maxoxohaである。

(3) マガンバ方言

makokoha 

ma-kokoha 

NPX.CL6-egg 

「卵（複数）」

ブンブリ方言

maxoxoha 

ma-xoxoha 

NPX.CL6-egg 

「卵（複数）」

また、 (4)は /h/と !xiの交替現象を示しており、

マガンバ方言では 111hatuである一方、

「木（単数）」

ブンプリ方言では、

を表す内マア語の語は、

n;ixatuである。

(4) 

3.1 

マガンバ方言

n;ihatu 

n;i-hatu 

NPX.CL3-tree 

「木（単数）」

ブンブリ方言

qixatu 
， 

m-xatu 
＇ 

NPX.CL3-tree 

「木（単数）」

マガンバ方言とラングウィ方言

Mousはまた、マガンバ方言とラングウィ (Rangwi)方言の一部の語彙では、/k/と /hi の

21)例えば、「子（単数／複数）」を表す名詞は、マガンバ方言では 11,1?il)i/va?il)iであるが、ブンブリ方言で

は?ii)i/vam ilo、ラングウィ方言ではJ1axe/vami10と、本来のマア語の語形成では況明がつかない（名詞は

「名詞クラス接頭辞ー名詞語幹」で形成される）形式が収集されている。
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ほか、 Ix/ と /hiおよび /hiと Ix/の交替現象があるとし、マガンバ方言で /klで現れる

ところがラングウィ方言では /hiに置き換えられている例 (ikado と ihado、いずれも

「10」)とマガンバ方言で !xiで現れるところがラングウィ方言では /hiに置き換えられ

ている例 (ximeno と himeno、いずれも「鳥（単数／複数）」）を挙げている。また反対に、

マガンバ方言で /hiで現れるところがラングウィ方言では /xiに置き換えられる例 (rμha

とrμxa、いずれも「薬（単数）」を挙げている。

これらについて、筆者と研究協力者のこれまでの調査の限りでは、 /hiと !xiの交替現

象のほか、 /klと Ix/の交替現象のデータを得ている。 (5)の例が示すように、「血」を表

すマア語の語は、マガンバ方言では sak6である一方、ラングウィ方言では sax6である。

(5) マガンバ方言 ラングウィ方言

sak6 saxo ， 

0-sak6 0-sax6 

NPX.CL9-blood NPX.CL9-blood 

「血」 「血J

Mous (2003)が報告している、 /k/と /h/、/xiと /h/の交替現象は、筆者と研究協力者

の現地調査の限りではデータが収集されなかった。

3.1 その他の方言

筆者と研究協力者が 2017年と 2018年に行った現地調査では、マアの人々がまとまった数

(100人以上）居住すると報告されている地域を訪間し、それぞれの地域で複数名の話者を

対象に基本的な語彙調査を行った。それによると、フイザイ (Fuizai)、クウェカンガ

(Kwenkanga)、マリプウィ (Malibwi) という村（図 l参照）の話者から収集した語彙におい

ても、音韻の交替現象がみられることがわかった。各方言の音韻交替の例をまとめると、

次頁表 lのとおりである。

7
 



Magamba Rangwi Fuizai Kwekangal Kwekanga2 Malibwi Bumbli 

血 sak6 haha22 haha saxo ， sah6 saxo ， haha 

木（単数） 111hatu m＇ xatu ’ m＇ xatu ， m＇ xatu ， 11,1hatu rμhatu 111hatu 

卵（単数） ikokoha ixox6ha ih6h6a ixox6ha ihoh6ha ixox6ha 1．xoxoa ， 

10 ikado ixado ixado ixado ixado 

割る -xa?a -xa?a -x的 a -x的 a -ha?a -x的 a -xa?a 

表 l各方言の音韻交替例一覧

3.2考察

表 lが示すように、地域方言間の音韻交替は、それぞれの方言の中で統一して起こって

いるわけではないことがわかる。マガンバ方言を軸として他の方言の例をみてみると、例

えばマガンバ方言と他方言における /k/ と /xi と/h/の交替については、マガンバ方言で

/k/で現れるところが Kwekanga2の方言では /h/で現れると推測されるので、「10」を表

す語は Kwekanga2の方言では ihado となるはずのところが、 ixadoである。また、マリ

ブウィ方言では、マガンバ方言の /k/は /xiで現れると推測されるが、「木（単数）」を表

す語は f11Xatuではなく f11hatuである。それぞれの地域で多数の話者を対象にした聞き取

りは行っていないため、これがそれぞれの地域で共通してみられるのか、個人の差による

ものなのかは明らかではない。

これらの音韻交替について、 Mous(2003: 101)はこれまでの文献に現れる内マア語の語

彙を参照し、これらは通時的な音韻変化の結果であるかもしれず、 /k/> Ix/ > /h/という変

化をたどっているのではないかと説明している。しかしながら、これまでの文献にみられ

る内マア語の語彙がそれぞれ同じ池域で採集されたものであるかは確認されておらず、本

当に通時的な音韻変化が起こっているかどうかは明らかではない。また通時的な音韻変化

であるならば、マア語の話者のコミュニティ全体で同じように変化してもよいと思われる

が、現在のマア語の状況の限りでは地域によって差がみられ、また、語によっても変化に

差がある。例えば、「木」を表す語には f11katu という音韻交替の例はみられず、 f11Xatuか

f11hatu であり、同様に、「割る」を表す動詞語根はほとんどの地域で—xa?a であり、 -ka?a と

いう例はみられず、—ha?a という例もひとつの地域で収集されたのみである。 Mous (2003) 

は筆者の調査で得たデータよりもより多くの例を収集し、分析しているので、筆者も今後

さらなる調査により、より多くの例を収集し、検証する必要がある。

22) Mous (2003) は、 sak6~sax6~sah6 と haha について、もともとは前者は牛の血、後者はそれ以外の血

という区別があったものが、次第にどちらも広く血一般のことを指すようになり、どちらを使うかで地

域差が生まれたと説明している。
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4まとめ

本稿では、マア語の音韻体系を概観したのち、先行研究において報告されている、内マ

ア語の非バントゥ系の語彙の一部にみられる、地域方言間の /k/と Ix/、/hiと Ix/の交替

現象について、筆者の調査によるデータから検証し、ブンブリ方言以外の地域方言でも同

様の現象がみられることを示した。一方、この音韻交替はひとつの地域方言の中で統一し

て起こっているものではないこともみた。今後の調査においては、それぞれの地域でより

多くの語彙を収集することと、より多くの話者を対象にした聞き取り調査と語彙調査によ

りをさらなるデータを収集することを今後の諜題をしたい。
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